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Ⅰ．は じ め に

未成年の喫煙は，大井田らの調査1）によると，未成
年で毎日喫煙している者は，中学生男子0.7％，女子
0.3％，高校生男子3.5％，女子1.4％であり，喫煙経
験率は，中学生男子10.2％，女子7.2％，高校生男子
19.5％，女子12.5％である。また，原ら2）は，小学生に
おいても３％喫煙しているとの報告をしており，未成
年の喫煙率は年々減少している。

未成年の喫煙率が減少した理由は，学校での喫煙防
止教育の充実と社会的な喫煙規制の強化が挙げられる
ことや，社会全体に喫煙の害に関する認識が広まり，
喫煙する大人が減ってきたことも大きな原因であると
されており，未成年の喫煙率の低下には，社会的な要
因と喫煙防止教育が影響していることがわかる3）。

現在日本の学校教育における喫煙防止教育は，学習
指導要領4，5）の中で，小・中・高等学校の体育および
保健体育で喫煙と健康の関連について教育することが

掲載されている。また，特別活動では，健康の保持増
進の観点から，学級活動等や道徳でも喫煙防止を取り
扱っている場合がある。しかし，これらは必ずしも指
導されているわけではなく，加納ら6）が実施した養護
教諭を対象とした保健指導の実態調査によると，小・
中学校での児童生徒を対象とする集団指導において，

「飲酒・喫煙・薬物乱用と医薬品」のテーマで保健指
導を実際しているのは，７～８％に過ぎず，指導時間
確保が難しい状況であると報告されている。そのため，
喫煙防止教育は効率的かつ効果的に行う必要があると
考えられる。

未成年の喫煙行動に関連する要因については，1980
年代からさまざまな研究がされている。未成年の喫煙
行動には，友人や親，きょうだい等の周囲の喫煙行動，
本人の過去の喫煙行動，将来の喫煙意思や喫煙行動の
予測，喫煙に対する本人の態度，本人に関する周囲の
態度，飲酒との関連等について国内外で報告されてい
る。しかし，先行研究では，変数間の関連性の有無を
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述べているにとどまっているものがほとんどであり，
実際に未成年の喫煙は，どの要因がどのように影響し
喫煙または非喫煙に至っているのかという因果関係の
構造を明らかにした研究はごく少数である7，8）。また，
それらの研究においても要因の一部を明らかにした研
究であり，すべての要因を網羅的に分析している研究
はみられない。

そこで，本研究では，未成年の喫煙要因，あるいは
喫煙防止要因を Bandura の社会的認知理論の枠組み
および主要概念を用いて整理し，未成年喫煙防止教育
の方策を検討することを目的とする。社会的認知理論
は，個人，環境，行動の間の相互関連を強調するため
に有用であり9），これらの相互の関連から未成年の喫
煙行動を説明できると考える。また，未成年の喫煙は，
個人的な要因だけでなく，環境的な要因も影響すると
されていることから，未成年の喫煙の要因を分析する
うえで非常に有用な理論であると考えるため，社会的
認知理論の枠組みを用いる。

Ⅱ．研 究 目 的

本研究の目的は，未成年の喫煙要因および喫煙防止
要因を社会的認知理論の枠組みおよび主要概念を用い
て整理し，日本人を対象とした文献と外国人を対象と
した文献でのそれぞれの要因の特徴を明らかにし，今
後の未成年喫煙防止教育の方策を検討することであ
る。ここで示す外国人を対象とした研究とは，日本以
外の地域の人々を対象とした研究を示す。

Ⅲ．研 究 方 法

１．文献検索方法

「喫煙」，「要因」を日本語キーワードに，「initiation」，
「smoking」，「factor」，「children」を英語キーワード
とした。国内文献は，医学中央雑誌 Web Ver５（以
下，医中誌）の検索システムを利用し，海外文献は
PubMedおよびCINAHL の検索システムを利用して，
2005年１月～2016年６月の過去10年間について原著論
文を検索した。その結果，医中誌578件，PubMed63件，
CINAHL23件が検出された。

原著論文を対象とし，そのタイトルと要旨から未成
年の喫煙要因に関する文献を抽出した。対象者の年齢
は，主に未成年のものを抽出したが，喫煙開始年齢が
未成年である場合は成人を対象としている文献も抽出
した。なお，海外文献については英語以外で書かれて

いる論文３件と重複文献４件を除外した。
国内文献27件，海外文献37件の計64件を分析対象と

した（表）。

２．分析方法

文献の内容から未成年の喫煙要因および喫煙防止要
因を抽出し，類似性に従ってカテゴリー化を行った。
その後，社会的認知理論の枠組み，および主要概念で
ある【物理的環境】，【社会的環境】，【状況】，【行動能
力】，【観察学習】，【強化】，【結果予測】，【結果期待】，

【自己効力感】，【感情興奮のマネジメント】の10概念9）

を用いてカテゴリーを整理した。分析は小児保健を専
門とする大学教員で実施した。

Ⅳ．結　　　果

１．文献の概観

ⅰ．研究デザイン

分析対象とした64件の文献の研究デザインは，日本
人を対象としている文献は，量的研究が25件であり，
量的研究と質的研究を併用しているものが２件であっ
た。外国人を対象としている文献は，量的研究が34件，
量的研究と質的研究を併用しているものが１件，質的
研究が２件であった。
ⅱ．データ収集方法および分析方法

量的研究については，全て質問紙調査法であった。
質的研究は，個別のインタビュー４件，フォーカスグ
ループインタビュー１件が用いられていた。

２．日本人を対象とした研究の未成年の喫煙要因および

喫煙防止要因

ⅰ．喫煙要因

日本人を対象とした文献から抽出した未成年の喫煙
要因の総数は124個であった。意味内容の類似性に従っ
てカテゴリー化したものを，社会的認知理論の主要な
概念に分類した。その際，各主要概念に重複して分類
されるカテゴリーもあった。
【物理的環境】は，メディア・広告等の影響（27），

（以後の括弧内の数字は，表の文献 No を示す），タ
バコの入手しやすさ（２，27），喫煙可能な環境（7），
受動喫煙（2），【社会的環境】は，身近な人の喫煙

（２，３，６，７，11，12，15，16，17，18，20，22，24，25），
身近な人からの勧誘（２，４，18，19，21），親の不適切
な養育態度（19，21），子どもの喫煙に対する親の不
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介入（18，19，27），不良な家庭環境や家族関係（20），
【状況】は，不健康な生活習慣（３，６，９，10，25，26），
男性という性別（１，11，12，15，20，27），低い社会的
スキル（20），社会や親への反発心（20），10代後半～
20代前半という年齢（12），社会人経験（15），学校生
活への不適応（21），学力に対する劣等感（20），家族
のために役立てないという思い（20），【行動能力】は，
喫煙に関する知識不足（11），【観察学習】は，身近な
人の喫煙（２，３，６，７，11，12，15，16，17，18，20，22，
24，25），メディア・広告等の影響（27），【強化】は，
身近な人の喫煙（２，３，６，７，11，12，15，16，17，18，
20，22，24，25），飲酒経験や飲酒習慣（５，10，14，25，
20），喫煙への興味や好奇心（４，13，14，23），【結果
期待】は，喫煙を肯定する考え方（２，６，７，11，14，
26），喫煙に関する知識不足（11），【自己効力感】は，
喫煙の勧めを断る低い自己効力感（11，20，21），【感
情興奮のマネジメント】は，他者の目が気にならな
い性格（６，８，13），ストレスを感じやすい性格（８，
22），ストレス（22，25），【結果予測】は，該当する
カテゴリーがみられなかった。
ⅱ．喫煙防止要因

日本人を対象とした文献から抽出した未成年の喫煙
防止要因の総数は５個であった。意味内容の類似性に
従ってカテゴリー化したものを，社会的認知理論の主
要な概念に分類した。その際，各主要概念に重複して
分類されるカテゴリーもあった。
【強化】は，周囲に迷惑をかけるという認識（2），

CYP2A6遺伝子をもっていないという身体的特徴
（23），【結果期待】は，喫煙に対する否定的なイメー
ジ（２，14），周囲に迷惑をかけるという認識（2），【物
理的環境】，【社会的環境】，【状況】，【行動能力】，【観
察学習】，【結果予測】，【自己効力感】，【感情興奮のマ
ネジメント】に該当するカテゴリーはみられなかった。

３．外国人を対象とした研究の未成年の喫煙要因および

喫煙防止要因

ⅰ．喫煙要因

外国人を対象とした文献から抽出した未成年の喫煙
要因の総数は104個であった。意味内容の類似性に従っ
てカテゴリー化したものを，社会的認知理論の主要な
概念に分類した。その際，各主要概念に重複して分類
されるカテゴリーもあった。
【物理的環境】は，メディア・広告等の影響（39，

51，62），暮らしにくさ（35，44），国や地域の文化（29，
44），タバコの入手しやすさ（57），【社会的環境】は，
身近な人の喫煙（29，31，32，36，37，40，41，47，54，
56，58，59，61），喫煙に対する親の不介入（32，33，
36，40，52，54），身近な人からの勧誘・圧力（29，41，
52，60），不十分な親子関係（33，36，44，50），親の喫
煙や健康に対する知識不足（31，38，53，60），親の反
社会的な行動（44，50），不良な家族関係（30），未成
年の喫煙に対する教員の認識やコントロール力の欠如

（36），【状況】は，低い学力（36，48，52），社会に対
する反発（28），男性という性別（31，32），進級およ
び進学（44，47），被虐待児（55），特定の人種（32），
高い経済力（41），低い自己効力感（35），若年出産

（50），親とのコミュニケーションへの無関心（33），
学校への欠席（36），幼い頃の24ゕ月以上のおしゃぶ
り使用（34），【行動能力】は，喫煙に関する知識不足

（41，53），【観察学習】は，身近な人の喫煙（29，31，
32，36，37，40，41，47，54，56，58，59，61），メディア・
広告等の影響（39，51，62），親の飲酒（50），【強化】は，
身近な人の喫煙（29，31，32，36，37，40，41，47，54，
56，58，59，61），受動喫煙に対する快感（43，49），飲
酒経験（31，64），嗜好品の摂取（31），紙タバコ以外
のタバコの使用（40），【結果予測】は，受動喫煙に対
する快感（43，49），【結果期待】は，喫煙を肯定する
考え方（35，41，42，47，52，54），喫煙に関する知識不
足（41，53），【感情興奮のマネジメント】は，好奇心
や刺激を求める性格（28，41），ストレス（41），周り
から注意を引きたいという思いや非行（28，48），低
い行動コントロール能力（35），【自己効力感】に該当
するカテゴリーはみられなかった。
ⅱ．喫煙防止要因

外国人を対象とした文献から抽出した未成年の喫煙
防止要因の総数は17個であった。

意味内容の類似性に従ってカテゴリー化したもの
を，社会的認知理論の主要な概念に分類した。その際，
各主要概念に重複して分類されるカテゴリーもあっ
た。
【物理的環境】は，メディア等による嫌煙キャンペー

ン（63），【社会的環境】は，親の積極的な子どもへ
の関わり（39，55，60），身近な人の反対（41），高い
家族の関連性（39，45），【状況】は，スポーツ（61），
子どもと親の関係性における高い満足感（37），子ど
もの親とのコミュニケーションへの関心（33），母乳
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表　分析対象文献一覧
No 著者 発行年 タイトル 雑誌名

1 笠巻純一． 2015 大学生の食・飲酒・喫煙行動の分析による健康支援策に関する研究　性・年齢・
居住形態別による生活習慣病リスク要因の検討から

日本衛生学雑誌；70（1）：81-94．

2 原田隆之，他． 2014 大学生の喫煙支持要因の検討 日本禁煙学会雑誌；9（2）：22-28．

3 高坂育子． 2013 中学生の喫煙行動とその規定要因　家庭背景，健康行動，ニコチン依存 臨床精神医学；42（9）：1155-1159．

4 原 めぐみ，他 . 2013 喫煙・受動喫煙状況，喫煙に対する意識および喫煙防止教育の効果　佐賀県の
小学校6年生の153校7,585人を対象として

日本公衆衛生雑誌；60（8）：
444-452．

5 森　千鶴． 2012 子どもの飲酒に影響する要因　中学生の親子実態調査から 日本社会精神医学会雑誌；21（1）：
10-21．

6 角田英恵，他． 2011 男子大学生の喫煙に関連する要因　喫煙者と非喫煙者の比較から 健康科学： 京都大学大学院医学研
究科人間健康科学系専攻紀要；7　
37-42．

7 北田雅子，他． 2011 喫煙未経験者の加濃式社会的ニコチン依存度（KTSND）’ならびに喫煙規制に
対する意識が将来の喫煙行動に与える影響　大学生を対象とした追跡調査より

日本禁煙学会雑誌；6（6）：98-107．

8 瀬在　泉，他． 2011 大学生の喫煙行動と自己否定感・ストレス気質及び精神健康度との関連 日本禁煙学会雑誌；6（3）：24-32．

9 石田京子，他． 2010 学生の生活習慣と喫煙，健康状態，授業への出席状況との関連 創発：大阪健康福祉短期大学紀要； 
9：7-55．

10 鷲尾昌一，他． 2010 看護大学生の喫煙とその関連要因 臨牀と研究　87（10）：1455-1458．

11 大塚敏子，他． 2010 高校生の将来喫煙のリスクからみた特徴の分析　喫煙防止教育の検討に向けて 日本公衆衛生雑誌；57（5）：
366-380．

12 上原佳子，他． 2009 大学生の喫煙行動と喫煙に対する態度と知識への影響要因 日本呼吸ケア・リハビリテーション
学会誌；19（2）：110-114．

13 小倉あかり，他． 2009 看護学生の喫煙行動と看護職への意欲並びに性格的要因との関係 秋田県母性衛生学会雑誌；23：
58-63．

14 森　益子，他． 2008 体育会所属学生の喫煙状況と関連要因　効果的な喫煙防止対策への提言 臨床スポーツ医学　25（9）：
1077-1084．

15 弥永和美，他． 2008 看護学生の喫煙行動とその関連要因 聖マリア学院紀要；22：41-47．

16 戸部和夫，他． 2008 男子学生入学時の喫煙志向度とその後の喫煙開始状況に関する検討　面接調査
を含めて

CAMPUS HEALTH；45（2）：
153-158．

17 吉田貴美代，他． 2008 看護大学生・看護短期大学生の喫煙状況とその関連要因の検討 聖マリア学院紀要；22：15-19．

18 安藤美津子，他． 2008 中学生の喫煙の現状と保護者の喫煙に対する意識の関与　喫煙に関する中学生
と保護者の同時調査

香川大学看護学雑誌；12（1）：7-17．

19 藤田　信． 2008 一保健所管内の小・中学生を対象とした喫煙行動と関連要因に関する大規模調
査研究（第3報）　小・中学生の喫煙行動と保護者による養育状況との関連

厚生の指標；55（10）：31-39．
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育児（34），【行動能力】は，受動喫煙に対する危険の
認識（53），【観察学習】は，家族内での喫煙禁止（59），

【強化】は，受動喫煙に対する危険の認識（53），受動
喫煙に対する不快感（49），幼児期の喘息の既往歴（46），

【結果予測】は，受動喫煙に対する不快感（49），【結
果期待】は，受動喫煙に対する危険の認識（53），【自
己効力感】，【感情興奮のマネジメント】に該当するカ
テゴリーはみられなかった。

Ⅴ．考　　　察

１．未成年の喫煙要因に関する研究の動向

研究方法は，海外文献と国内文献に大差はみられ
ず，観察研究が主であり，質問紙を用い，量的に比較
分析をしている研究が多く，海外においては大規模な
コホート研究の結果を分析しているものもあった。一
部の研究は，共分散構造分析を用い要因間の関連や影
響を構造化して述べていたが7，8），扱う変数が限られ
ており，未成年の喫煙に影響する要因を網羅的に構造
化しているものではなかった。このことから，未成年
の喫煙要因に関して，多数ある要因がどのように関連，
影響し合っているのかについてその構造を明らかにし
ていく研究が必要であると考える。

２．日本人を対象とした研究の未成年の喫煙要因および

喫煙防止要因の特徴

ⅰ．喫煙要因

日本では喫煙可能な環境が多くあることや，受動喫
煙させられているという特徴的な物理的環境があるこ
とが明らかとなった。また，親から適切な養育を受け
られないことも喫煙の環境的な要因となることが明ら
かになった。さらに，日本では，多くの文献が，不健
康な生活習慣を喫煙要因に挙げており，生活習慣の乱
れが喫煙の要因になるのではないかと考えられてい
た。しかし，喫煙と不健康な生活習慣の因果関係は明
らかにされておらず，どちらがどのように関連，また
は影響しているのかを明らかにする必要があると考え
る。低い社会的スキルや家族のために役立てないとい
う思いという特徴もみられ，日本人にとっては，家族
や友人といった身近な人たちとの関係づくりやコミュ
ニケーションなど対人関係の難しさが喫煙要因となっ
ていた。さらに，社会人経験も要因とされており，法
律的に認められる年齢になることと同様に，学生から
社会人になる節目においても，喫煙開始のリスクが上

がることが考えられる。喫煙への興味関心については，
日本においては，タバコ産業が「タバコは大人の嗜好
品」というメッセージを送っていることが興味関心を
駆り立てている可能性も考えられる。また，タバコの
勧めを断れないという特徴もある。そのような能力
が培われていないことも原因であると考えられるが，
はっきりと断らない日本文化10，11）なども影響している
のではないかと考えられる。また，単一民族という文
化的背景から，和を重んじ，みんなと同じでなくては
ならないという他人の目を気にする特性があり12），喫
煙する自分を周りはどのように捉えるのであろうかと
いうことが，喫煙を思いとどまらせる一つの要因に
なっていると考えられる。そのため，日本人の特徴と
して，他者の目が気にならないという性格的特徴が喫
煙要因となっていると考えられる。
ⅱ．喫煙防止要因

日本人では，受動喫煙の健康被害など社会的に喫煙
の被害が社会に広まってきたことで，喫煙は人に迷惑
をかけるといった社会的規範意識が強くなり，人に迷
惑をかけるという思いが，喫煙の防止要因になってい
ると考えられる。高橋が青年期を対象に行った調査13）

でも，未成年の喫煙については，規範意識の上昇がみ
られている。また，CYP2A6遺伝子をもっていないと
いう身体的特徴があることも特徴として挙げられた。

３．外国人を対象とした研究の未成年の喫煙要因および

喫煙防止要因の特徴

ⅰ．喫煙要因

外国人では，経済的な貧困などの暮らしにくさと
いった環境が特徴的な要因として挙げられていた。社
会的な環境としては，子どもをサポートする存在であ
る親や教員が健康や喫煙についてどのような知識や認
識を持つのかといったことが要因となっていた。子ど
もをサポートしていく存在としての親や教員の重要性
を示していると考えられ，日本でも重要視していく必
要があると考えられる。
【状況】にある個人的な要因については，虐待や貧

困など日本人を対象とした研究では調査されていない
項目が多いが，個別の状況を把握し，介入していく必
要があると考えられる。また，外国人に特徴的であっ
たのは，観察学習が喫煙だけでなく，飲酒が要因となっ
ていることである。これは，子どもの観察学習により，
子どもの飲酒へとつながり，間接的に喫煙の要因と
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なっていることが推測される。また，受動喫煙に対し
快感を得ることは，受動喫煙によって喫煙が強化され
る可能性があり，受動喫煙が喫煙開始の要因となって
いる日本人にとっても，重要な要因であると考えられ
る。また，衝動的な感情をコントロールする能力を養
うことも，喫煙防止教育には重要であると考えられる。
ⅱ．喫煙防止要因

外国人では，メディアによる嫌煙キャンペーンが実
施されており，喫煙に関する正しい情報を手に入れる
環境が整っていると考えられる。また，家族全員が喫
煙しなければ，喫煙しないことが当たり前であると学
習する機会となっていると考えられるため，家族の喫
煙状況は非常に重要な要因であると考える。さらに，
子どもをサポートする親の存在，親子関係の重要性が
示されており，このような環境を整えていくことが重
要であると考えられる。
【状況】にある個人的要因では，子どもが親子関係

に満足していることが重要であると示された。また，
スポーツに打ち込むことで自己実現意欲が高まり14），
それを達成するためには，喫煙するべきでないとセル
フコントロールしていけるのだと考える。さらに，能
動喫煙の危険ではなく，受動喫煙の危険についての認
識が保護要因になっていることは特徴的であり，喫煙
防止教育の中で，受動喫煙を能動喫煙と同じぐらい丁
寧に扱う重要性を示しているのではないかと考える。
受動喫煙に対する不快感，幼児期の喘息の既往歴と
いった身体的特徴が，喫煙防止要因となっていること
は日本と同様である。

４．要因から考えられる今後の喫煙防止教育の方策

今回，社会的認知理論を用いて要因を整理すること
で，未成年に対し，喫煙防止教育を効果的に行う背景
として，社会全体として子どもを喫煙から守るための
環境整備，良好な親子関係，サポートする立場として
の親は，健康や喫煙に対する正確な知識を備えている
ことが重要であることが明らかになった。また，喫煙
防止教育を実施するにあたり，その集団にどのような
特徴があるのか，個人の特徴である【状況】をアセス
メントし，実施する必要性や個別介入の必要性が明ら
かになった。さらに，喫煙に関する教育と合わせて，
ストレスマネジメントや感情コントロールに関する教
育を同時に行う必要性が示唆された。

日本人への教育の特徴としては，周りに迷惑をかけ

たくないという認識が喫煙の保護要因となっているた
め，喫煙は，喫煙者だけの問題ではなく，周りの人の
健康も害する恐れがあるということを伝えること，受
動喫煙の害についても丁寧に伝えていくことが効果的
であるのではないかと考えられる。また，はっきりと
断ることや自分の意見を言うことが苦手な日本人に対
しては，喫煙の勧めを断るロールプレイなど，日本の
文化的特徴を踏まえた教育も重要であると考えられ
る。

日本では，過去５年間に行われた研究を概観しても，
未成年を対象とした喫煙防止教育は，多くの場合喫煙
に関する内容を，生徒や学生のみを対象に行われてい
る研究のみであった2，15～27）。しかし，【社会的環境】，【観
察学習】において，とくに家族の存在は重要であるこ
とが明らかになったため，家族を巻き込んだ喫煙防止
教育が重要であると考える。

また，一部の研究ではストレスマネジメントや，感
情コントロール，社会的スキルなどを，段階的に時間
をかけて実施している教育もある28）。このような教育
ができる環境を整えることが重要であると考えるが，
日本の現状では時間的に難しい面もあると考えられ
る。そのため，これらの要因が実際にどのように影響
し合い，どの要因が最も喫煙に関連しているのかにつ
いて，外国人を対象とした研究で明らかになった要因
も含め，量的に調査を行い，因果関係を明らかにし，
短時間で効果的に行うことができる喫煙防止教育プロ
グラムを開発する必要があると考えられる。

Ⅵ．ま　と　め

未成年の喫煙要因および喫煙防止要因を，社会的認
知理論を用い整理することで，以下の知見を得た。
１．未成年の喫煙防止教育を効果的に行うための背景

として，社会全体として子どもを喫煙から守るため
の環境整備，良好な親子関係，子どもをサポートす
る立場にある親は，健康や喫煙に対する正しい知識
を備えていることが重要であることが明らかになっ
た。
２．喫煙防止教育においては，ストレスマネジメント

や感情コントロールの方法についても合わせて教育
していく必要性が示唆された。
３．日本人への喫煙防止教育は，能動喫煙と同じぐら

い受動喫煙を丁寧に扱うこと，喫煙の勧誘に対して
断る自己効力感を高めることが重要と考えられた。
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４．日本人を対象とした研究では明らかにされていな
い喫煙要因および喫煙防止要因においても，量的に
調査を行い，要因間の因果関係を明らかにし，短時
間で効果的な喫煙防止プログラムを開発する必要が
あると考えられる。

本研究は，平成26年度科研費（若手研究 B 26870492）

により実施されたものの一部である。

利益相反に関する開示事項はありません。
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〔Summary〕
The objective of this study was to identify factors that 

promote and inhibit smoking behavior in minors using 

the social cognitive theory framework．A literature re-

view covering approximately 10 years of research on fac-

tors related to smoking in minors was conducted using 

search engines of the Japan Medical Abstracts Society 

（Web Ver５），PubMed and CINAHL．

The present study showed that establishment of an 

environment for protecting children from smoking by 

society as a whole，good parent-child relationships，and 

the correct knowledge of health and smoking among par-

ents，who are in a position to support children，are im-

portant for effectively implementing smoking prevention 

education for minors．In addition，the need to educate 

minors on methods of stress management and emotional 

control was also indicated．

〔Key words〕

children，smoking factor，smoking prevention factor，

social cognitive theory

Presented by Medical*Online


	0370
	0371
	0372
	0373
	0374
	0375
	0376
	0377
	0378



